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ドイツ語の固有名詞にっいて（皿）

谷　崎　英　男

3．ドイツの家族名（続）

　ドイツの家族名の第二のグループをなすものは，その出身地ない住居地に由

来する家族名である。本来からいうならば故国にいれば住屠地の名前をえ，他

国へ出たときにはその出身地の名前をえる訳であるから，この二つは区別され

るべきであろうが，今日ではこの区別はもはやすっきりとはできないので，こ

こでは両方を一緒にあつかうことにする。

　このような家族名のもっとも古いものは疑いもなく，一族あるいは家族の所

有地から取られたものである。この種の命名の方式は南ドイツの高級貴族のあ

いだに指摘することができるが，中世の最盛期の騎士階級出身の詩人，たとえ

ぼ，ハイソリッヒ・フォソ・フェルデーケ（Heinrichvon▽eldeke），ヴォルフ

ラム・フォ：■・エヅシェソバヅハ（Wolfram　von　Escb㎝bach），ハルトマ：■・フ

ォソ・アウェ（HartmamvonAue），ヴァルター・フォソ・デア・フォーゲル

ヴァイデ（Walthe・v㎝derVOg・lweide）などのように，後には下層の貴族のあ

いだにも行われるようになった。そしてさらには市民階級や農民たちにもうげ

つがれるようになった。たとえぼ13世紀の詩人であるゴト7リート・フォソ・

シュトラースブルク（GottfriedvonStraBburg）やコソラート・フオン・ヴユル

ツブルク（KOnr・d　von　W廿・・burg）は市民階級の出身である。

　上例によっても分るように，個人名に住居地あるいは出身地が付加されると

きには，しばしぱ前置詞のvOn（ラテン語やフラソス語ではde，オランダ語で

はvan）や，zuやaufなどによって結びつけられたのである。たとえぼvon
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Falkenstein，▽on　md　zum　Stein，vom　Berge，z一ユder　Linde，auf　der　Mauer

などのように。従ってVOnはよく貴族階級のしるしであるとされているが，元

来はそうではなく，貴族階級のしるしとなったのは17世紀以来のことである。

オランダでは∀anは今日でも市民階級のなかで行わ一れてい乱たとえぼ

Ludwig7an　Beethovenのvan　Beetho▽enはvom　Rむbenhofe（砂糖大根

農場の。ラテン語のbetaから）の意味であり，Yan　Dyckはvom　Deich

（堤防の）という意味である。またレソブラント（Remb・andt）は父親がライソ

河の支流に水車小屋をもっていたのでvan　Rijn（＝vom　Rhein）（ライソ川の）

と称していた。ドイソでVOnが貴族の称号になったときには，市民階級を貴

族に列する際に，von　M汕erとか，von　Kurzとか言語学上は無意味な名前

も生じえたのである。

　市民階級や農民の居住地の名前には前置詞と冠詞のついたものが多い。たと

えばam　Bach（＝an　dem　Bach）（小川のほとりの），vom　Berge（山の），

im　Hof（農家の），zur　MOh1e（水車小屋の），am　Tor（門のそばの），von

der　Heide（荒地の），beim　Bom（泉のそばの），unter　der　Weiden（牧場の

下の）のようである。時には（特にスイスにおいて）これらの名前は一語とし

て書かれ，Amthor（＝am　Thor），Imhof（＝i㎜Hof），Inderm砒1e（二in

der　MむhIe），Vontobel（＝von　Tobe1）（谷問の），Zur舳h（＝zur　F1ih）（絶

壁の），Zur－inden（＝zur　Linde）（ぼだいじゆの）のように，前置詞の部分に

アクセソトがおかれることもあったo

　出身地を示す名前はまた前置詞を省略することによって家族名になることも

あった。たとえばルターの論敵であったヨーハソ・エック（J．hamEck）ぱ元来

はヨーハソ・マイヤー（Joham　Meie・）であったが，エヅク出身のためにそう

呼ばれたのであるし，ルターの初期の時代の友人であったアソドレーアス・ヵ

ルルシュタヅト（AndreasKar工stadt）はもともとはアソドレーアス・ボーデソシ

ュタイソ（And・eas　Bodenstein）であったが，カルルシュタット出身であったの
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でそう呼ぼれたのである。このようにしてBamberg，Brandenburg，Coburg，

Delb地ck，Eger，Fulda，Eisenach，Mainz，Regenburg，Saalfeld，Sempach，

Waldeck，Warburgなどのように，地名が家族名として使われるようになっ

た理由が明らかになるのである。

　固有名詞の地名と同様に一般的な土地の名称である普通名詞も家族名となる

ことがある。たとえばAcker（田畑），Bach（小川），Baum（木），Baum－

garten（果樹園），Berg（山），Burg（とりで），Damm（堤防），Steinhaus

（石の家），Fels（岩），Hof（農家），Friedhof（墓地），Kirchhof（墓地），

亘ohlweg（せまい道），H09e1（岡），M七hle（水車小屋），Stein（石），Stein－

bach（渓流），Viebig（＝▽iehweg家畜の道），Wald（森），Uhland（ahdの

uodal〔世襲地〕から）のようなものである。

　ある地方あるいは居住地の出身はさらに接尾語の・erや一mamをっげるこ

とによって表現されることがある。ともにr……の人」を意味する。たとえぼ

Bamberger，Bremer，Breslauer，Casseler，Erfurter，Frankfurter，GieBner，

Haller，Hamburger，MeiBner，Neuhauser，Pragerなどのごとくである。

・mannで終る家族名も多い。Bachmam，Beckmam，Bergman，Buschmann，

Feldmam，Hagemam，Hausmam，Holzmam，Teichmann，Waldmann，

Wassemam，Winke㎞amなど。さらにNordmam，Nor㎜a㎜，Sudemam，

Westermam，Ostermam，Ober1身nderなどもっと広範囲な出身地を示す名前

もある。

　このような出身地に由来する名前よりもっと古いものは，民族あるいは国に

よって名前をつげることである。たとえばサクセソ人のあいだに移住したフラ

ソク人はFrank（e），フラソク人のなかのシュヴァーベソ人はSchwab（e）と

よばれ飢このような個人名は13世紀以来世襲的な家族名として用いられるよ

うになった。これに属するものにはBδhm（e），Behm（ボヘミャ人），Czech，

Zech（チッコ人），D独n，Dehne（デソマーク人），Deutsch，Enge1mann（英
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国人），F1emming（＝Fユa㎜1加derフラソドル人），Franzos，Fra㎜皿a巫（フ

ラソス人），Ho11ander（オラソタ人），Lampe並（＝Lo皿b証deロソバルジャ

人），Ostreicher（オーストリア人），Pohl（e），Pohlmam，Pdhlmam，Po11ak

（＝Poleポーラソド人），ReuB，RuB（ロシヤ人），Schott（スコットラソド人），

Schweizer（スイス人），TOrk（e）（トルコ人），Unger（＝Ungarハソガリア人），

Baier，Bayer，Baiermam（バイェソル人），Fries（e〕（フリースランド人），

Hesse（ヘッセソ人），Rei㎜am，Riemam（＝Rhein1独derライソラソド人），

Sch1esinger（シュレージェソの人）などがあ乱

　もう一つ住居地に由来する家族名として家の名前から発生したものがある。

ドイツでは18世紀まで家に名前をつけるのが普通で，この慣習は今目でも薬局

や飲食店などには家号として残っている。このような家の名前は最初はたいて

いその家のある土地の特徴によってつけられたが（たとえぼrバラの木」のあ

る家がzum　Rosenbaum，「ぶどうの木」のある家がzum　Rebstockというよ

うに），後にはもっと多様なものに変った。たとえばzum　Kranz（花輸），zum

SPiege工（鏡），zum　Enge1（天使）などのように，玄関の上にとりつげられた

家の標議がその名前を具象的に表わすこともしぼしぼあった。従ってこのよう

な多くの家の名前がその家の所有者あるいは居住老の家族名になったというこ

とは，きわめて当然なことといえよ㌔ドイツの家族名のなかに多くの植物の

名前や動物の名前のほかに事物の名前が見出されるのはこのためである。これ

に属する家族名としては次のようなものがある。

　Blum（e）（花），Li1ie（ゆり），Rose（ぼら），Rosenb1廿t（e）（ぱらの花），

Rosenstock（ばらの木），Dom（いばら），K1ee（クローバー），Obst（果物），

Wiese（牧草地），Bimbaum（なしの木），Nu8baum（くるみの木），Fichte

（ドイツとうひ），Linde（ぼだいじゆ），Kiefer（松），Tannenbaum（もみの

木），Busch（やぶ），Laub（葉）（以上植物名）；Bar（熊），Bock（おすやぎ），

Eichhom（りす），Hase（うさぎ），Hirsch（おじか），Ige1（はりねずみ），
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Kalb（子牛），Ka屹（ねこ），Kuh（めうし），Lamm（子羊），Lδw（e）（ライオ

：■），Maus（ねずみ），0chs（おうし），Reh（のろしか），Rind（うし），Stier

（おうし），Wolf（おおかみ）（以上動物名）；Ad1er（わし），E1ster（かささぎ），

Eule（ふくろう），Fa1ke（たか），Gans（がちよう），Geier（はげたか），

Habicht（おおたか），Hahn（おんどり），Henne（めんどり），Kranich（つ

る），Rabe（からす），SPerber（はいたか），Sper1ing（すずめ），Storch（こ

うのとり），Taube（はと），Vogel（とり）（以上鳥の名）；Hummel（円花蜂），

MOcke（蚊）（以上虫の名）；Hering（にしん），Krebs（かに），Lachs（さけ），

Zander（とげうお）（以上魚の名）；Enge1（天使），Hammer（つち），Kranz

（花輸），Krone（冠），Krug（つぼ），Kreuz（十字架），Morgenstem（明け

の明星），Schere（はさみ），Schlege1（梶棒），Spiege1（鏡），SpieB（槍），

Stem（星）（以上事物名）。

　もちろん以上のような家族名ぱ必ずしも家の名からきた訳ではなく，時には

後に述べるようにあだ名からきたと考えられる場合もありうることである。

　次にドイツの家族名の第三のグループをなすものは身分や職業や役職名に由

来するものである。これらの名前はドイツにおける中世の杜会構造や職業の構

成をうかがわせてくれるので，文化史的には特に興味深いものである。これら

の名前の大部分は中世における都市の繁栄と産業や職業の分化とともに生じた

のであるが，多くの職業がそのための設備を必要とするために父から息子へと

相続されたという事情によることが多い。また役職もしぼしば世襲制であっ

た。地方では今日でも子供を父親の職業に従ってB査cker－Franz1（パソ屋のフ

ラソッノレ），Schneider－Hans（仕立屋のハンス）などと呼ぶことは行われてい

ることである。このグループの家族名は舟乗りの職業を除いて（ドイツで海に

面している北海沿岸では呼び名からきた家族名が支配的であったからである）

ほとんどすべての職業に渡っているが，手工業に関するものがもつとも多い。

Becker（＝B註cker）（バン屋），M刮1er（粉屋），Schneider（仕立屋），Schu－
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ster（くつ屋），Schmidt（かじ屋），Weber（織工）などが代表的なものであ

るo

　しかしながらこのBeckerの派生形であるBeck，Backer（7リースランド

地方），Beckers，Beckemam，Beckerl㎎，Backerlmg，Backertのほかに，

パソ屋という職業の内部での著しい分化を示す色々な合成語の名前も生れてい

る。たとえばWeckbecker（Weckは綱長い上等の小麦パソ），Kuchenbecker

（Kuchenはお葉子），Semmelbecker（Semmelは巻パソ），Sto11enbecker

（Stolleは白パン），WeiBbecker（＝Weizenbecker，Weizenは小麦），Kohlen・

becker（Koh1eは石炭），Pfamenbecker（Pfameはフライパン），Platz－

becker（Platzは広場）などがある。

　同様に単一形であるM舳er，M611er，Mo11er，M砒1ner，M剛ner，Milner，

Mδ1ner，M61ter，MO1ter，Milder，M1竈h1er，Mδh1er，Mullers，Mδuersなど

のほかに多種多様な合成形がある。たとえばMih1eωの種類に従ってS身ge－

m直11er（製材所の主人），Schneidem制1er（木びき所の主人），61muller（製油

所の主人），Gr砒zm廿11er（ひき割り製造人），RoBm耐1er（馬力によって動く

MOhleの主人），Windm削1er（風車小屋の主人）などがあり，またMOh1eの

環境によつてAngermむ1ler（牧草地のMむhleの主人），Bergm刮1er（山の

MOhleの主人），Werthm刮1er（島のM砒1eの主人），Bomm廿11er（泉の

MOhleの主人），Stadtm廿11er（町のMOhleの主人），BruchmOller（沼地の

Muhleの主人），Furtm剛1er（浅瀬のMOhleの主人）のような合成形もあり，

またNeu一（新しい），Grau一（灰色の），Schwarz一（黒い），Stein一（石），

Hopfen一（ポップ），Hein一（Heinrichの短縮形），Kunze舳11er（Kunzeは

Konradの短縮形）のような合成形もある。

　以上はMO11erに関する名前をあげたが，Schusterについても同様である。

中世高地ドイッ語の時代にはSchuster（くつ屋）に対する名称はschuoch－

sut鴉re（＝Schuhn査herくつを縫う人。ラテソ語のsuereより）とschuoch－
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w廿rhte（＝Schuhwirker，Schuhmacherくつを作る人）であった。この二つ

の形からはSchuster，Schusterl，Schusterman，Schuester，Schoster，Sch亡・

ster（1），Schiester1，Schestl，　Schust，　Schuechter，　Schochter，　Scheuchzer，

Schuchzer，　Scheuchzger，　Schauster，　Schuch趾dt，　Schuchert，　Schubert，

Schub肛t，Schuwert，Schober，Schu伍ert，Schaufert，Schuhmacher，Sch－

mach，Schomaker，Schoemackers，Schaum身ker，Schu（h）mam，Schuchmann

など多数の家族名が作られている。またsut配reからはSuter，Sauter，Sutter，

Suttner，S砒tner，S肚terlin，Suttermeisterなどができ，木ぐつの製造人は

Ho1zschuher，Hultscher，Holscher，Ho1scher，H1lscherなとと呼ばれたo

　一方，中世の都市における産業や職業の種々相を反映する家族名もある。

Maurer（左官），Zlmmermam（大工），Decker（屋根ふき職人），Sch11efer－

decker（スレート屋根ふき職人），Zieg1er（れんが職人），Schind1er（こげら

ふき職人），Tischler（家具師），Wagner，Wagener，Wegener，Wege1er，

Rademacher，Ste1lmacher（車大工），Schlosser，Schlosser（錠前師），G1aser

（ガラス職人），Seiler（なわ作り人），F虹ber（染物師），Gerber（皮なめし工），

Satt1er（馬具師），Riemenschneider（皮ひも製造者），Kむrschner（毛皮職人），

KeB1er，Kesse1er（いかけ屋），Spengler（ぶりき職人），Taschner（かばん製

造人），Steinmetz（石工），Steinhauer（石切り人），Brauer，Br乞uer（醸造人）・

Koch（料理人）などがそれである。このような家族名の中にはもうとっくに滅

亡した職業からきているものや，古くなって今では使われなくなった語根を含

んでいるものもあって，今日ではその根源を理解しにくいものもある。たとえ

ばBreiser（mhd．のbrisen〔ひもでしめる〕からb組ひもの職人），Armbm－

ster，Ambrδster，Amster（石弓作り），Bogner，Bdgner，Bδger，Beger

（弓作り），Pfeilsticker，Pfeilst6cker（Pfei1〔矢〕の幹を作る人），Schilter，

Schilder，Schi11er（楯を作る人）などがある。金属職人としてはそのほか

Nagler（釘製造人），Nadler（針製造人），Gab1er（フォーク製造人），L渕er
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（スプーン製造人）などがある。Menger，Menge，Meng，Menk，Mengersな

どはラテソ語のmango（商人）からahd．のmangariを経てできたもので，

商人を意味す乱またWinklerとWinkelmamは町の片すみ（Winke1）で

小さな商売をやっている人の意味である。よくある家族名であるBucher，

Buchner，Buchner，Buchmam，Buchmamなどは書記のことである。

　このような職業名の中には方言からきているために，特定の地方だけにしか

通用しないものもある。たとえばTδpfer（陶工）のことは南ドイツでは

Hafner，Ha丘ner，H証ner，Hefnerなどといい，西部ドイツではEu1er，

Eu1ner，Eiler（s），Auler，O11ner，廿11nerなどといい，低地ドイツではPOtter，

Pδtter，POttner，POttmannなどといい，ライソ川およびモーゼル川の流域で

はGrdber，Kr6ber，Krδperなどというのである。またF1eischer（肉屋）を

意味する語からきている家族名もドイツ全体に渡って数が多く，Metzger，

Metzler，Fleischmal〕n，F1eischhauer，F1eischhacker，Knochenhauer，Schlach－

ter，Schlachter，Sulzer，Se1zer，Sa1zer（salzen〔塩づけする〕か㌦　塩づ

けにした肉をうる人。）Se1cher，Silcher（selchen〔くん製にする〕から。）

Kuttler，Kitt1er，Kittel（Kutte1〔内臓〕から。）などがある。

　農民に由来する家族名にはBauer，Neubauer（低地ドイッ語ではNiebuhr），

Neumam（低地ドイツ語ではNiemam，中部ドイツ語ではNaumann），

Lehmann（小作人）などがあり，またAcke㎜an（Ackerは田畑），Drescher

（打穀する人），P舳ger（すきで堀り起す人），Hofer，Hδfer（農場主），Hubner，

H伍ner，Hufner，H亡ber，Huber，Hieber（1ブーフェの耕地の所有考），

Rubner，Rieber（R直be〔かぶら〕を作る人），Hδpfner，肋pPner（Hopfen

〔ホップ〕を作る人），Wingerter，Wimmer（ぶどう栽培者）などもこれに属

する。

　そのほか田園生活に関する職業名としてはGartner（庭師），Hirt（枚人），

HerderまたはHarder（家蓄の所有者），Sch証er，Sch雄er，Schefer（羊飼

　910



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　309

い），Fδrster，Forster，Fδrste㎜am，Forstemann（山林所有者），Sch枇ze

（射撃人），Weidmam（猟師），J直ger（かりうど），Fischer（漁夫）などがあ

るo

　しばしば家族として世襲される役職名としてはRichter（裁判官），Zδllner

（税関吏），Mautner（税関吏），M直nzer（貨幣鋳造人），Pfδrtner（門番），

Torwart（門番），Stocker（牢獄の監視人），G1ockner（鐘つき番），Kuster

（聖物保管係），MeBner（ミサの侍者），Kirchner（聖堂雇人）などがある。

　また身分あるいは地位を表わす名称が家族名になる場合も多い。このような

名称が家族名になったのは，多分その名称を最初にもっ人がそれに該当する高

位の人と何らかの関係があって，同じような態度や振舞をしたが，あるいは中

世に人気のあった劇の中でそれにあてはまる役を演じたかによるのであろう。

これに属するものとしてはKaiser（皇帝），Kδnig（王），F枇st（領主），Prinz

（皇子），Graf（伯爵），Landgraf（方伯），Markgraf（辺境伯），Burggraf（城

主），Rltter（騎士），KnapPe（小姓），Junker（貴公子），Marscha11（主馬頭），

Hofman（低地ドイツ語ではHo血mann）（廷臣），Edelmann（貴族），Vo鉢

（代官），Papst（法王），Bischof（僧正），Pastor（牧師），Abt（僧院長），

Mdnch（修道士）などがある。

　さらにもう一つ次に扱うあだ名に由来する家族名への過渡的な段階ともいう

べきものがある。これはいはぼ間接的職業名ともいうべきもので，人の職業を

問接的に特徴づげることによって生じたものである。たとえぼ仕事に使われる

材料によってWagner（車大工）のことをKrumbholz（曲材），道具によって

Schuster（くつ屋）のことをKnierie㎜（ふんばり屋），作業工程によって

Schneider（仕立屋）のことをStich（一縫い）などと呼ぶ類である。

　ドイツの家族名の第四のグループはその名前の最初の所有老の特性に基づく

家族名である。つまりあだなや異名（Ubemame）に由来するすので，その名

前の所有著が普通の名前の外に（砒er　seinen　gew6hnlichenNamenhinaus）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91I



　310

もらったものである。このような種類の命名にぱ人間の覇弄ぐせが加わって，

UbernameはSpitzname（原意はSpottname．sPOtten〔醐笑する〕）や

Schimpfname（schimpfen〔ののしる〕から）になる場合が多い。あだ名にな

るのは名詞や形容詞が多いが，語のかたまりや慣用句がなることもあ肌以下

その例をあげてみよう。

　まず第一にあげられるのはその名前の所有老の著しい肉体的な特質である。

GroB，Grosse（r），Grote（n）（低地ドイッ語），GroBmann（いずれも9roB〔大き

い〕から），Lang（e），Langer，Langemann（1ang〔長い〕から），Kurz（短

い），Klein（e），Kleiner（klein〔小さい〕から），L廿ttmann，Luttmann，

L枇kemann（低地ドイツ語1砒t〔小さい〕から），Hoch，Hohman（hoch〔高

い〕から），Dick（太った），Dral1e（dral1〔がっちりした〕），Fett（e）（肥満し

た），Stark（e）（強い），D肚r（やせぎすの），Hager（やせた），Mager（肉の

ない），D直memam（dむm〔やせた〕から），Blasse（b1aB〔蒼白な〕から），

H廿bschmann（hubsch〔かわいらしい〕から），Schδn（e），Schδnhe皿，Schδne－

mam（schδn〔きれいな〕から），S直uber1ich（清潔な），B1ank（ぴかぴかす

る）などがそれである。

　また頭（Haupt，Kopf）や首（Hals）や毛髪（Haar）の状態に関係するもの

としてはBreithaupt，Breitkopt（breitは広い），GroBkopf，D廿mhaupt，

Kurzha1s，Hartnack，Harnack（hart〔堅い〕十Nacken〔首〕），Schwarz（e）

（黒い），Dmke1（黒ずんだ），WeiB（e）（白い），Witte，Wett，Witt（低地ドイ

ツ語），WeiBhaar，Wittkopf，Roth（e），Rother，Rohde（赤い），Fuchs（赤毛

の人），Braun（e）（褐色の），Grau（e）（灰色の），Graumann，Griese（mhd．

gris〔灰色の〕から），Ge1b（黄色の），Kraus（e）（ちぢり毛の），Kraushaar，

Krauskopf，Km11，Kroo11（mhd．kro1〔巻き毛の〕から），Kahl（e），K出1er

（はげた），Strube（乱れた），Bart（ひげ），Breitbart，Spitzbart（とがったひ

げ），Rotb航（赤ひげ）などがある。
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　足や脚や歩き方に関係したものもある。たとえばLangbein（長い脚），

Hoh1bein（くぼんだ脚），Krummbein（曲った脚），SchmalfuB（細長い足），

BreitfuB（幅の広い足），KuhfuB（め牛の足），Ka1bfuB（子牛の足），Rehbein

（のろしかの脚），H砒nerbein（にわとりの脚），Lahmer（びっこの人），

Schleicher（こっそり歩く人）などである。

　肉体的な特徴と並んで精神的あるいは道徳的な特性が命名の基準になること

もある。たとえぱBeste（best〔最良の〕），Bange（心配した），Bangemam，

Biedermann（bieder〔正直な〕），Bds（e）（悪い），Ede1（高責な），Ehrlich（er）

（誠実た），Ehrsam（尊敬すべき），Feige（卑怯な），Feine（上品な），Frech

（あつかましい），Fremd1ich（やさしい），Frbhlich（楽しげな），Fromm（e）

（敬崖な），Geist（生気），G1eisner（偽喜者），G旭ck（幸福），Gnade（恵み），

Gri触m（憤激），Gute（喜良な人），Gutermam，Herz（心），H舶ich（丁重

な），K1ug（e）（利口な），Kuhn（e）（大胆な），Kuhnemam，L1ebe（親愛な），

Liebemann，Lustig（楽しげな），Mut（勇気），Sauer（気むずかしい），

Sorge（心配），Ung1aube（不信仰），Weise（賢い），Wolzogen（＝wohler－

zOgen）（育ちのよい），Zom（怒り）などである。

　あだ名の中には動物の名前に関係したものも多い。これは名前の所有者がそ

の動物に似ているという事情もあろうし，またその動物の所有者あるいは愛好

者であったということもあろうし，また前述のように家の名前からきているこ

ともあるであろう。以下にその例をあげてみよう。L6we（ライオン），B身r

（熊），Wo1f（狼），Fuchs（きつね），Hirsch（雄鹿），RoB（馬），Ochs（雄

牛），Ka－b（子牛），Schwein（豚），VogeI（鳥），Adler（わし），Falk（たか），

Storch（こうのとり），Fink（あとり），Sper1ing（すずめ），Spatz（すずめ），

StrauB（だ鳥），Fisch（魚），Frosch（かえる），K証er（かぶと虫），F1iege

（はえ），MOcke（蚊），Floh（のみ），Wurm（虫）など。

　またある種の装備あるいは衣類を愛好していたために，それがあだ名になっ
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たと考えられる場合もあ乱これはある意味では前述した間接的職業名に関係

しているということもできよう。たとえぱBlaurock（青い上衣），Gehrock

（フロックコート），Kurzrock（短い上衣），Langrock（長い上衣），Lange－

mantel（長いマ：■ト），WeiBmantel（白いマソト），Lederhose（皮ズボソ），

La㎎hut（長い帽子），WeiBhut（白い帽子），Stiefe1（長ぐつ），Eisenhut（鉄

かぶと），Hamlsch（鎧），Pfell（矢），SpleB（槍），Hammer（槌），Schlege1

（打つ器具）などである。

　また名前の最初の所宥者の愛好した食物または欽物をあらわしていると思わ

れるあだ名もある。たとえばBohne（豆），Brat丘sch（魚フライ），Gansieisch

（が鳥の肉），Hafemehl（オートミール），Kase（チーズ），Ka1bHeisch（子

牛の肉），Leberwurst（レバーのソーセージ），Rin碓eisch（牛肉），Schweine－

braten（豚の焼き肉），Schweme£e1sch（豚肉），Speck（べ一コソ），Zucker－

mam（Zucker〔砂糖〕），Bier（ビール），Biermamなどである。

　自然現象あるいは時の概念からあだ名が作られている場合もある。これらの

多くはその所有老の生誕の日または時点を示しているのであろう。たとえば

Stem（星），Morgenstem（明げの明星），Schonwetter（上天気），Somen－

schein（日光），Nebe1（霧），Ungewitter（雷雨），Regenbogen（虻）・Sturm

（嵐），Wind（風），Domer（雷鳴），Lenz（春），Sommer（夏）・Herbst（秋）・

Winter（冬），Homu㎎（2月），Mittag（正午），Montag（月曜日），Don－

nersta9（木曜日），Freitag（金曜日），Sonnta9（日曜日）などであ乱

　さらにもう一つ種類の違ったものとして文章名がある。命令の形をとったも

のが多く，Lugins1and（＝Lug　ins　Land見張台），VergiBmeinnicht（＝

VergiB血ein　nicht忘れな草），Waghals（＝Wage　Hals向うみずの人），

Steha㎡m身mchen（≡Steh　auf，M身mchenおきやがり小法師），Gottseibei－

uns（＝Gott　sei　bei　uns悪魔）などの類である。このような文章名は薯しく皮

肉あるいは風刺的な性格をおびており，中世期においては特に愛好され・15お
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よび16世紀において最盛期を迎えたが，その後は余り用いられなくなった。

　いくつかその例をあげると，追いはぎ貴族や傭兵の時代を想起させる家族名

としてHaltaufderheide（＝Halt　auf　der　Heide），Schauinsland（＝Schau

ins　Land），Griepenkerl（低地ドイツ語：Greif　den　Ker1），Jagenteufe1（＝

Jage　den　Teufel），Schlaginteufe1（＝Schlag　den　Teufe1），Schlagintweit

（＝SchIag　entzwei），Sch耐tenheIm（；Sch肚t　den　Helm），Sch耐tenspeer

（＝Sch肚t　den　Speer英語のShakespeare）などがあり，また犬食漢や犬酒

飲みはFullbauch（＝FO1l　den　Bauch），F廿11schussel（＝F直11die　Sch首sse1），

R註menap（＝R乞um　den　Napf），Drinkuth（低地ドイツ語＝Trinkaus），

Trinksaus，Hauenkrug（＝Hau　den　Kmg），Leerenbecher（＝Leer　den

Becher），Neigenbecher（＝Neig　den　Becher）などと呼ばれ，げちな人間は

KOssenpfemig（＝K蝸den　Pfennig），Sperrenbeute1（＝Sperr　den　Beute1），

Sperrensack（＝Sperr　den　Sack），Sparbrot（＝Spar　Brot），Schabenk直se

（＝Schab　den　K身se）などと呼ばれた。

　最後にドイツで外来語系の形をとった家族名について述べておこう。周知の

ごとく家族名が成立した頃に公げの記録の言葉として使れていたのはラテソ語

であった。それ故書記がドイツ語の名前をラテン語に翻訳することがしばしば

行われた。従ってずっと以前からBacker，Fischer，J身ger，Kaufmam，M刮1er，

Schmied，Weberの代りにラテン語の形であるPistOr，PiscatOr，VenatOr，

Mercator，Molitor，Faber，Textorが用いられていた。しかしながらラテソ語

やギリシャ語の名前が流行になったのは16および17世紀の人文主義者たちのせ

いであり，今日行われているラテソ語およびギリシヤ語の家族名の大部分はこ

の時代に生れたものである。その表われ形は色々で，単に翻訳したもの，たと

えばAgrica1a（Bauer），Ga11us（Hahn），Lavator（Wascher），Magms

（GroB），M1igims（Koch），M1elanchthon（Schwarzerd），Pastor（Hirt），Rex

（Kδnig），▽ietor（Korbmacher）たどもあり，また勝手に模造したもの，た
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とえばAlbmus（We1B），A螂raus（Sl1bemann），AYen趾ius（Habeman），

Dryander（Eichmann），Fabarius（Bohnemam），Gryphius（Greif），My1ius

（M1砒1er），Mesomylius　（1M1itte1皿剛1er），Mea皿der　（Neumann），Oleari1ユs

（Olmam），Vulpius（Fuchs）などがあり，また音声上の同化作用によって

F1eckがF1accusに，GroteがGrotiusに，LuckeがLucanusに，Luzが

Luciusに，KlausがClusiusに，KrauseがCmsiusに，KurzがCurtius

になるようなこともある。

　また最近新聞誌上に見られる英語ないし米語へ同化した形も多数ある。たと

えばEisenhower（＝Eisenhauer），Ford（＝F亡rth），Hoover（＝Huber），

Puumam（＝Pu1vermacher），Richmam（＝Reichmann），Rockefe11er（＝

Neuwied近郊のRockenfe1dから），Sanger（＝S釦ger），Snyder（＝Schnei－

der），Steinway（＝Steinweg）などである。

4．ドイツの地名

　人名と並んで固有名詞の第二のグループをなすものは地名である。地名も序

論でふれたように，狭義の地名には居住地の名前が入り，広義の地名には国や

山や河や湖や森や平原の名前が入るが，それが作られる原理は大体において同

じなので・ここでは狭義の地名だけに限定することにする。

　地名の成立は原則的には人名の成立とまったく同じで，普通名詞が固有名詞

に変化したものである。最初の居住者がその居住地をAu（沃野），Berg（山），

Tal（谷），Werder（中州），Bach（小川），Br㎜n（泉）などという地形の普

通名詞でもって呼んだか，あるいは活動の場所としてFeld（耕地），Haus（家），

Hof（農場），Heim（住家），Dod（村）などでもって呼んだ訳である。そして

居住地が増加するに従って区別をつげる必要が起り，このような基礎語の上に，

原住地をもっとくわしく特徴づげる規定語がつげ加わるようになったのであ

る。このような規定語としては形容詞や名詞が用いられたが，特に人名，つま
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りその居住地の所有者あるいぱ創設者の名前がよく用いられた。このようにし

てたとえばSch6nau，Eichenberg，RupPersdo㎡などという合成の地名が生じ

たのである。

　ところで地名はある居住地の場所を表示しようという欲求から生じたのであ

るが，イソド・ヨーロッパの言語では地名をあげるのに・は独自の格，すなわち

位置格（Lokativ）というものがあったが，これはゲルマン語の時代にはすでに

与格（Dativ）のなかに吸収されていた。古代高地ドイツ語では与格の地名と並

んで一般に前置詞（zu，in，auf，bei）が登場しているのはその影響であり，前

置詞は中世高地ドイツ語では次第に姿を消すが，今日でもAndermatt（＝an

der　Matt＝Matte牧草地），Zermatt（＝zer〔＜ze　der〕Matt）などの地名に

その面影をつたえている。また時には前老詞が名前そのものと融合してZusen－

hofen（くze　Uzzenhofen），Zutt1ingen（＜ze　Uttlingen），Zettelsdorf（＜ze

Et1sdorf）などとなる場合もあ乱

与格の形が認められる地名としてはA1tenburg，Hohenstadt，WeiBenfels

などがあるが，これらは中世高地ドイツ語のze　der　a1ten　burc（＝zu　der

alten　Burg）というような前置詞との組み合せからできたものと考えられる。

与格形はまた一hausenや一hofenで終る地名（Muh1hausen，Dudenhofen），

一dodenや・stettenで終る地名（Dorfen，Wettstten），一felden，一waldenや

・1andenに終る地名（Hochfelden，Churwa1den，Bonlanden）などにも残って

いるo

　次に発音上の問題に移ると，地名も他のすべての語と同じようにドイツ語の

音声学的な発達を経ていることはいうまでもない。従ってアクセソトのない母

音はeに弱まったり，あるいは省略されたりした。たとえぼFranconofurtは

Frankenfurtになり，後にはFrankfurtになった。また中世高地ドイツ語の

i，七，iuは地名においてもそれぞれei，au，euに変っている。たとえば一Wiler，

・hOsen，・riuteに終る地名は一wei1er，hausen，reuteに変っている。さらに合
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成の際に，最初の成分自体が合成語であるときは，この最初の成分の単語の二

番目の部分は脱落しうるという原則は地名についても有効性をもっており，

He1delbeerbergからHelde1bergが，K1rchbachha1denからK1rchhaldenが，

SalzachburgからSalzburgができている。

　合成語の地名では規定語でばかりでなく，基礎語もまた種々な変形をこうむ

っている。たとえば基礎語の一heimは北ドイツでは・um（Bochum＝Buch－

heim），西部ドイツ特にモーゼル川流域では一em（Bachem，Dale㎜＝Bach－

heim，Talheim），南ドイツ特にバイェルソでは一hamあるいは一kam

（Moosha㎜，Piesenkam），バーデンではしばしぱ弱まって一en（Aufen〈

U舳eim，Bretten＜Bretheim）になっているo

　ところで言語の歴史と言語のにない手の歴史とのあいだには密接な関係があ

ることぼいうまでもないが，この関係が地名におげるほどはっきりあらわれる

領域は少ないであろう。ドイツ民族ぱその歴史の発展とともに，居住地の命名

に多数の基礎語を加えてきている。

　従ってある一定の地域に単一の地名のタイブが集まっていれば，そこからそ

の土地への植民の時代が推論できる訳である。その意味で地名の基礎語の歴史

は植民の歴史の一部ということができる。そこでドイツ民族の植民が行われた

三つの主要期に応じて，地名もその基礎語に従って次のような三つのグルーブ

に分けて考察するのが適切であろう。

　（1）ゲルマソ民族の移動時代に由来する名前。植民地はもっぱら植民者たち

　　の移動団体にちなんで命名された。これに属するものはまず第一に一ingen

　　　（これは基礎語ではなく・接尾語であるが）で終る植民者の名前で，南ド

　　イ洲こ特に著しく広がっている。

　（2）ほぼ西暦800年頃までのメロヴィソグ朝のフラ：■ク王国による征服時代

　　に由来する名前。この時代の地名には基礎語が植民の様式（たとえば

　　Heim，Haus，Do㎡，Stadtなど）を示すとともに，規定語がしばしぱ領主
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　　の名前を含んでいるのが特徴的である。初期植民時代に生れた地名である。

（3）後期植民時代に由来する名前。征服した土地を封建君主へ分配した後に

　　は，余り豊かでない森林や山岳地域が開拓されなければたらなかった。こ

　　のような不毛な地方と強力に対決した時代には基礎語としては地形の状態

　　あるいは環境に関するものが主として選ばれた。これに属するものには

　　一berg，一fe1d，一bach，一see，一wald，一g地n，一eiche，一reut，一furtなどに終る

　　名前がある。

　ドイツの地名でもっとも古い層に入るのは前記の（1）にある植民著の名称であ

る。これは大部分ゲルマソの個人名からきており，その短縮形に接尾語の

一ingenをつけて作られたものである。一ingは所属あるいは血統を表わす接尾

語で，一ingenはその複数3格の形である。従ってSigmaringen（ahd．Sigma－

ringi）は‘bei　den　Leuten　des　Sigmar’（ズイグマルの一族のところに）の

意味であり，Hechlingenは‘bei　den　Leuten　des　Hachi11o’（ハヒロの一族

のところに）を意味する。この形は特にシュヴァーベソやアレマソ地方に多く，

バイエルソ地方では中世後期以来，Freising，Pasing，Straubingなどのよう

に一ingになっているo

　－heimで終る地名も広く流布しているが，これは主としてフラソク王国の権

力伸長の時代に出来たものである。この基礎語はもともとはr家（HauS），一

軒の農夫の家屋敷（Emze1gehoft）」を意味したが，もっと大きな住居地をいう

こともあった。Gemersheim，Hi1desheim，Schopfheimなどのように，一heim

に終る地名は南西ドイツに多い。前期植民時代に由来する地名には，さらに次

のようた基礎語に終る地名がある。

　一hausen（複数3格），低地ドイツ語では一husenおよび一haus：M廿hlhausen，

Ke1linghusenたど。一hausenはしばしば一senに短縮され，Bellersenのよう

になることがある。

　一hofen（複数3格），一hof，低地ドイツ語ではhoop：Kδnigshofen，0berhof，
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Ahrenshoopたどo

　－burg，一borg：Magdeburg，Gδteborg

　－stetten（複数3格），一stadt，一stadt，一stedt，一statt，一st身tt，一stett：Domstet－

ten，Immenstadt，Hδchstadt，Helmstedt，Rastatt，Eichst身tt，Althengstett

　－dod，一druf，低地ドイツ語一trop，一trup：DOsse1dorf，Ohrdmf，Hattrop，

Heckentrup

　－wei1er（後期ラテソ語のvil1are〔農家の家屋敷，分農場〕から。フラソス

語の一Yil1ersに当る），そのほか一wei1er，一wei1，一wi1の形もある。：RapPoIts－

weiler，Appenweier，Bolschwei1，Rapperswil

　－9aden，一kammer，kemnat，一stuben，一zimmer（n）（Gadenは「一部屋だけ

の家」，Kammerは「寝室，貯蔵室」，KemenateとStubeはr暖炉のある部

屋」，Zimmerはもともとはr木造建築の部屋」：Berchtesgaden，Stubenkam－

mer，Badstuben，Neckarzimmem

　・beuren，一beuem，一b直ren（ahd．のburまたはburi〔家・住居〕から）：

Bened1ktbeuren，Grasbeuern，AmeIsburen

　－kotten，一kOt，・katen（低地ドイツ語kOt（e），オラソダ語のkOt〔小屋〕か

ら）l　Hinterkotten，Meinkot，Bergkaten

　－SaSSen，一SeSSen，一SaB，一S身B，一SeB，・SiS，一S00S（SitZen〔居住する〕より）：

Waldsassen，NeusaB，Neus搬，Neusess，Neusis，0ttensoos

　－s1ede1（n）（mhdのsedel〔居所〕から）Wmsiedel，Ems1ede1n

　・sa1（a趾sa1a〔貴族の館〕から）：Bmchsal，Neuensaal

　・wig，一wich，・wick，一weich，一wieck（aha　wih〔村，いなか町〕から）：

Kettwig，Katswich，Osterwick，Ste任erweich，Braunschweig　（くBmns

Wik），Ostemieck

　－lar（住居，居住地）：Gos1ar（ゴーゼ川畔の居住地の意），Wetzlar

　教会の施設や所有を示すものとしては次のような基礎語がある。
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　－zell，ze1la（ラテソ語のce11a〔本来は貯蔵室，後に部屋，僧房）：Badolfzell，

Pau1inze1la

　－klause（中世ラテソ語のclusa〔修道院〕から）：B直renklause

　－kloster（ラテソ語c1austrm），一m直nster（ラテソ語monasterium），一Pforte

（ラテソ語Porta）：Neuk1oster，Kremsmunster，Schu1pforte

　－kirch，一kirchen，一kapel（1e）：Altkirch，Partenkirchen，Wa1dkappe1

　前期植民時代の法律関係を示す基礎語には次のようなものがある。

　一b伽de，一point，一paint（ahd．piunta，biundaから）。本来は特別な耕作のた

めに留保された垣にかこまれた土地を意味するが，開墾者の財産になった共有

地の中の区切られた開墾地のことである：Hemsb伽de，Hochpoint

　－kamp，一gard（垣でかこまれた土地の意）：BerkenkamP，Stuttgart

　・eigen，一hub（e）（財産の意）：Ruhamannsaigen，Huben

　－erbe，・1eben（世襲地の意）：Sechserben，Aschersleben

　9世紀にたるとドイツでは新しい植民地獲得のための大運動がはじ・まった。

人々の増加とともに開墾可能な土地に対する需要が増大し，荒野や森林地帯に

島のように横たわっていた居住地から新しい土地の開墾が行われた。その際に

は浅い森林地帯から深い森林へ，低い地域から高い地域へと進み，ついには開

墾者たちの斧は中部山脈の高地まで及んだ。

　そのため部落の名前は必然的にその土地の形姿や状態を反映することになっ

た。こういう意味では後期植民時代（9世紀から14世紀まで）に生れた地名は

ドイツの植民の歴吏に重要な解明を与えるものである。

　土地の形を示す基礎語としてぱ次のようなものがある。

　・berg，一hδhe，一hdchte，一h泣gel，一Pard，一b廿hel，一bむh1，一boh1，一bo11，・hObe1，

一bucke1（夫かれ少なかれ自然に隆起してい場所を意味する）：N直mberg，

Friedrichsh6he，Steinh廿gel，Boppard，Eichbuhel，SteinbOhl，Hombol1，

Kmmmh廿be1，Katzenbucke1
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　高い丘陵，厳密にいえばその最上部を指す基礎語としては

　一kopf：Schneekopf，Biedenkopf

　－haupt：Breitenhaupt，Berghaupten

　一丘rst，一spitz（e），一brink，一eck，一stauf，一rむck（en），一scheid，一schede，一hang，

一halde（n），一1eite（n）：Schil1ingsfirst，Hainspitz，Schwarzenbrink，Saaleck，

Donaustauf，ZiegenrOck，Remscheid

　その他土地の形に関連する基礎語としては・0rt（二つの川口の間のとがった

角にある居住地に対して），一hOm（半島あるいは著しく突き出ている地面にあ

る居住地に対して），一gehr（en）（くさび形の地面），一winke1（遠く離れた場所），

一end（e）（終り），一rain（境界），一ta1（谷），一tobel（小さな谷問），一9rund（小さ

た水脈のあるせまい谷聞），一eben（平野），一feld（e），一1and（en），一9au（平原），

一au（水郷），一werth，一werder（川べの低地）などがある：Ruhro竹，Aichhom，

Buchengehren，B直rwinkel，Ostende，Langenrain，Georgentha1，Inntobel，

Nesselgrmd，Frohneben，Kranichfe1d，Oberammergau，Ilmenau，Keisers－

werth，Finkenwerder

　そのほか居住地の地面の状態を示す基礎語もある。・fels（岩），一stein（石），

一erd（en）（土），一1eh皿（ローム），一1etten（陶土），・sand（砂地）：WeiBenfels，

Kδnigstein，Schwarzerden，Roten1ehm，Rothensand

　さて居住地を選ぶ際にもっとも重要な役割を演じたものぽ水の問題であるこ

とはいうまでもたい。従って水についての基礎語は数多い。まず流水を示すも

のとしては一bach（小川），低地ドイツ語では・beck，一bek（e），一ader（n）（小さな

水流），一1auf（急流），・siepen，一siefen，一seifen，一seif（鉱水），一ffieB，低地ドイツ

では・｛eet，一伍iet（小さな水流），一brum（en），一broon，一born（泉），一spring（en）

（水源），一bad（en）（水あび），一m廿nde（川口）：Ansbach，Hardenbeck，Brun・

nadem，Bramlauf，Heusiepen，Alten且ieB，Hei1bronn，Wiesbaden，Orla－

m血nde
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　よどんだ水を表わすものとしては一see（湖），一wag，一wiek，・wyk（入江），

一so（h）1（泥水だまり），一1ache（n）（水たまり），一maar（円形の水のたまった盆地），

一teich（池），weiher（小沼），一Pfuh1（大きな水たまり）など：WeiBensee，

Ka1tenwag，Sch1eswig，Dattensoh1，Berlachen，Altenteich，Krotenpfuh1

　沼地のしめった低地を示すものとしては一bruch，一brock，一brook，一broich，

一fehn，・vom，一siek，一bruh1，一briel，一moor，一moos，一marsch：Breitenbruch，

Herzebrock，K1ingenbrook，GroBefehn，Bannensiek，Bergerb揃h1，Lichten－

moor，Todtmoos，Ostermarsch

　居住地の草木の状態を示す基礎語もあ乱森林地帯を示すものとしては

一wald（e），・forst，一hart（山の森），一schachen（森の先端），一ho1z，一wede，weeden

（ahd．witu〔森林〕から）：Greifswald，Kamme㎡orst，DOmha廿，HoIzscha－

chen，Sch6nholz，Wo叩swede

　やぶや灌木林を示すものとしては・horst，・busch，一1oh（e）（ahd．lohから。

やぶの意），・hain，一strut（h）（やぶでおおわれた土地），一stauden（やぶ），

一strauch，strock，・struck，一dorn，一rohr，一sch1att（mhd．slate〔あし〕から），

一r1ed（あし）Elmenhorst，Elchbusch，Llchtenham，Hase1stauden，Hagedom

　草の生えた平地を示すものとしては一heid（e），一wies（e），一wiesen，一matt（e），

一grOn，・anger（草地），一wang（en）（花の咲いている草原），一wum（ahd．wunnja

から。牧草地），一weide：Hohenheide，Metzerwiese，Zaismatte，Furtwangen，

M00sange「

　その他木の種類を示す基礎語もある。一birk（e）（白かば），・buch（e）（ぶな），

一eich（e）（かし），一1ind（e）（ぽだいじゅ），一esch（e）（とねりこ），一espe（はこやな

ぎ），一hase1（はしぼみ），一tann（e〕（もみ），一ficht（e）（ドイツとうひ）：Hohenbirken，

AItenbuch，Sch6nIind，Hohenesch，Kirchhase1，Hohentann，Sc6nicht

　土地対策から生れた地名では開墾に関する名前がもっとも多い。居住地とし

て選ぼれた地域の状態によって，色々な処置がとられたが，それらは次のよう
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な地面の基礎語に反映している。

　一hag．，一hagen（ahd．mhd．hac　hagesから。垣をめぐらすこと。開墾の第

一歩は地所を垣でかこむことであった）：G地nhag，Lichtenhaag，Schwarzen－

hagen

　－schwend（e），一schwenden，一schwand（ahd．mhd．swendenから。木を切り

倒したり，森を切り開くこと）：Molmerschwende，Hδhenschwand

　－brand，一br㎜st，seng，一sang（やぶの多い地域を焼いて開墾すること）：

Neuenbrand，Vorderbrmst，Voge1sang

　・reut，一kreut，一ried（t），一rod，・rode，一rad，一rath（ahd．riuti，mhd．riuteカ・

ら。開墾によって耕作できるようになった土地）：Bayreuth，Wenigerode，

Bemried，Buchenrod

　また土地対策としては道路建設によって居住地を開くことや，海岸地方では

海に対する安全確保や地ごしらえが必要であった。道路建設を示すものとして

は

　一s位aB，・we9，一steig，一stieg（e），一Pfad，一stalden（Stalde＝けわしい道）：

HochstraB，A1tweg，Altensteig，Rennpfad，Oberstalden

　人工の堀を示すものとしては・sie1，一graben，一餌acht，一kana1：Altensiel，

Sulzgraben，Friedrichsgracht

　海に対する護岸建設を示すものとしては一deich，一damm，一wall，一werb（堤

防），一koog，一Po1der（これらの二語とも埋脚こかこまれて排水工事をした沼沢

地のこと）：Norderdeich，Altendamm，Brunsb廿tte1koog

　農業を示すものとしては一acker，一breite（細長い形の耕地），｛ache（休閑

地），一esch（種のまいてある耕地）：Langenacker，Rottebreite，Hohenbrach，

Varenesch

　以上は基礎語の問題であったが，たいていの地名は基礎語と規定語とからな

っているので，次に規定語の問題に移ろう。規定語はいうまでもなく地名のよ
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り詳細な性格づげに役立つもので，大体において次の四つのグループに綜括さ

れる。

　（1）個人名，民族名，地位1の名称など。

　（2）ある場所を，その場所に内在する標識によってより細密に規定する言葉。

　（3）その場所の外にある目標を示す言葉。

　（4）その他の規定語。

　原則としてどの基礎語も規定語として用いることができ乱以下もっとも多

く行われている規定語について簡単にふれてみよう。

　等一のグループでは土地占有時代のもっとも古い名前においては個人名が特

に頻繁にあらわれている。たいていの場合居住地の建設者または夫地主の名前

である。このような地名においてはずっと以前に用いられなくなっていて，も

との発音をほとんど想像させないようなものもある。たとえぱAlbertshofen

＜A1bolteshofen，Ammerschwe11er＜Amelrlchschwel1er，AnsbachくOnoId－

sbachなどである。

　聖人の名前が規定語としてあらわれることもよくあることである：Ama－

berg，Georgenthal，Johanneskirchen，Marientha1などo

　民族や種族の名前ももちろん規定語としてあらわれている。たとえば

Dietfurt，Detmold，Tie甜enbachなどがそうで，すべてahd．thiot，mhd．diet

（民族）からきている。その他種族の名前としてはFrankenhausen，Friesen－

heim，Schwabhausen，D註nischenhagen，Frankfurtなどがある。

　地位あるいは職業の名種も規定語としてかなり見出される：Kaisers1autem，

K6nigstein，Grafenhausen，Bischofsheim，Abtsdorf，Nomenwei1er，B直rger－

walde，Hirtendo㎡，M汕ersdo㎡などo

　第二のグループでは多種多様なものがみられるが，まず外形，色彩などによ

る規定語としては：GroB（en）dorf，Kleinburg，Breitenbach，GrOnberg，

Rothenburg，WeiBenfels，Schδnhausen
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　新旧によるものとしては：Althausen，Neumarkt，Neustadt

　礼拝場を示すものとしては：Kape11endorf，Kirchberg，K1osterberg，

M直nsterdorf

　水際を示すものとしては：Bachhausen，Bomefeld，Seehausen

　河岸を示すものとしては：Donaueschingen，Mainf0th，Rheinau

　陸地を示すものとしては：Bergheim，Felsberg，Sandberg，Steinbach

　山を示すものとしては：Harzgerode，Rδhnhof

　荒野・草原・森・やぶを示すものとしては：Heidhausen，Wiesenbrom，

下Va1dhausen，Buschhausen

　遣や街道を示すものとしては：Wegscheid，StraBburgたどがある。

　第三のグループに入るものにはその場所となんらかの関係があるか，または

以前あった色々な自然現象の名称を含んだ規定語であ乱たとえば鉱物では：

Eisenach，Erzbach，Go1dberg，Kalkreuth，Kise1bach，Kupferberg

　木では：Baumgarten，Ahomberg，Apfe1berg，Buchheim

　穀物では1Dinke1sb伽，Haber1oh，Hafe㎡eld，Weizenbach

　野菜や飼料を示すものでは：Erbishofen（Erbse〔えんどう〕から），Ampfer－

bach，Heudorf

　花では（花の栽培はドイツでは中世になって広がったので，比較的新しい地

名に多い）：Rosenberg，Veilchentha1

　家畜では：Rinde㎡e1d，　Stierstadt，　Kuhbach，　Schafau，　Ziegenhain，

Schweinfurt

　その他の四足獣では：B身renbach，Dachswangen，Eberbach，Fuchsm廿hl，

WTolfshagen

　鳥では：Voge1sberg，Adlershof，Entenberg，Falkenhagen，Schwansee，

Taubendo㎡

　その他の動物では：Frosch駆量n，Krebsfelde，Schlangenbad
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　その他として第四のグループに入るものに抽象的な概念を表わすものがある。

これは比較的新しいもので，Freudenstadt，Hmgerberg，Lustheim，Leiden－

dorf，Liebensteinなどがそれである。

　以上基礎語と規定語について考察したが，その他基礎語のない各種の地名が

ある。まず第一にあげられるのは前述したような植民者の名称であり，これに

一ingen（一ing）と・mgという接尾語がつけられて作られることは先に述べた

通りである。基礎語のない地名はまた異った種族の住民のあいだに存在するあ

る特定の種族の所属員の植民地が，その種族の名前の複数3格やzen（＝zu

den）を前につげて，zenSwabenのように呼ぼれることからも生じた。たと

えぼBayemやSachenにあるSchwabenやE1saBにあるFriesen，中部フ

ラソケソ地方にあるSachsen，LothringenにあるHessenなどがそうである。

同様にM6nch（修道±）の居住地からMunchen（zen　MOnchen），Wald

（森）の住民の居住地からWaldsassenが生じた。BergemやForstem（Berg

〔山〕やFOrst〔森林〕に住んでいる人たちに対して）たどの地名も同様であ

る。

　もう一つのグループをなすものはいわゆる省略形の地名であ飢これは以前

は基礎語があったのが省略されて個人名の2格形のみからなっているのでそう

よぱれるのである。たとえばBurkhardsやHelmbrechtsなどがそれで，

Hans，Hof，Dorfなどが省略されているのである。

　また家族名にあったように文章名の地名も時々見出される。たとえぼ

Siehdich地r，Schauinsland，Kehrwiederなどがそれで，大ていは本来飲食店

や鉱山（G1直ckauf）の名前であった。

　ドイツ語の名前と並んでドイツにはもっと古いドイツ語以前の地名が存在す

る。大別すれば三つに分げられ，一つはゲルマソ人以前に今日のドイツの大部

分に居住していたケルト人に発するものである。二番目は特に西南ドイツに見

られるものでローマ人に起源をもっもので，三番目のグループはもっぱらユル
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べ川とザーレ川の東方の地域にあるスラヴ系の地名である。

　ヶルト語からきているものとしてはbriga（山）という語がBregenz，dumm

（要塞，とりで）という語がKempten（Kambodumm，cambos＝曲ったの意），

Thun（Dmum），Zarten（Tarodmum，Ta工osは人名）などに残っており，

またSolothum（もとはSalodurum）やWinterthur（もとはYitodurum）

にはケノレト語のd皿um（域）という言葉が含まれており，ケルト語のmagus

（野原）という語はDormagen（もとはDumomagus），Marmagen（もとは

Marcomagus），Neumagen（もとはNoviomagus）などに表われている。

　ローマに支配されていた時代からは多くのラテソ語の地名が出ている。大て

いは要塞地，ローマ人の域郭や兵隊たちの集団地の名前である。バーゼル近郊

のAugust，マイソツ近郊のCastel，Kob1enz（ラテン語のcon趾entes＝モー

ゼル川とライソ川の合流する所にの意味から），Kδ1n（Colonia　A蚊ipPinensis

から。クラウティウス皇帝の妃アグリピナに敬意を表してこう呼ばれた），

Konstanz（ローマの皇帝Constantinusによつて創立），Trier（ラテソ名

Co1onia　Augusta　Treverorum，トレヴェラー地域に皇帝Augustusによって

作られた）などがそうである。またTawem，Tewem，Zabemはラテソ語の

taberna（居酒屋，欽食店）からきている。

　スラヴ語系の地名にぽドイツ人によってドイツ語化されたものが多く，

Dresden，Leipzig，Plauenなどがそうで，Bukow，Breslau，Schwerin，Gδr1itz，

DeIitzschなど，一〇w，・au，一in，一tz，一itzschなどに終るものが多い。

5．普通名詞としての固有名詞

　最後に固有名詞が普通名詞として用いられる場合についての考察に移ろう。

個人名という固有名詞がその本来の名前の所持老の特に際立った特質を示した

り，またその名前の所有者に特徴的な習癖をもっていたり，そういう活動をし

たりする人間一般に適用されることによって，普通名詞になるということはよ
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くあることであ乱同じようなことは民族名や国名や地名についてもあてはま

る。

　たとえばドイツ語の呼び名であるHansという固有名詞は英語のJackよう

に，あまりに一般的な名前なので，普通名詞的な性格を帯びて，一般に軽蔑的

意味を伴ってr大したことのない人問，男，やつ」の意味で用いられるように

なった。Hans　Wurst（道化役），Hans　Narr（ばか者），Hans　Lieder1ich（道

楽者）などのようである。さらにはこのHansが接尾語としてFaselhans（お

しゃべり男），Prah1hans（ほら吹き），Schmalhans（けちんぼ）なでのように用

いられたり，動詞化されてh直nselnとたり「jemanden　wie　einen（dummen）

Hans　behandeln」（馬鹿なハンスのように取扱う→からかう）の意味で用い

られるようにもなった。同様にLiese（E1isabethの短縮形）やTrine（Katha－

rineの短縮形）がa1beme　Liese（とんまな女），dumme　Trine（ばかな女）

のように用いられたり，Sto丘e1あるいはTo丘e1（Christophの短縮形）が「ぶ

こつ者」の意味で用いられたり，R立pel（Ruprechtの短縮形）がr無作法者」

の意味で用いられたりしている。また家族名では広く流布しているMeierが

普通名詞としてr人間」の意味で用いられている。たとえばAngstmeier（小

心者），Biedemeier（愚直者）などのようである。

　次にもっと一般的なのは歴史上あるいは伝説上の人物の名前が普通名詞の機

能を果す場合である。たとえぱリジ7の富裕な王Krδsusや，国際的な銀行の

所有者であるRothsch1ldに因んで金持のことを，KrosusやRothsch11dと

呼んだり，賢い人間をイスラエルの賢王Sa10m0（n）やアテネの法律家SOlon

に従って呼んだり，長命な人を旧約聖書にある969才まで生きたという

Methusalemの名で呼んだり，裏切り者をJudas，しっと深い人聞をOthello，

世問離れした空想的な人物をDon　Quichote，女たらしをDon　Juanと呼ぶよ

うなものである。

　また個人名から作られてはいるが，人物ではなく，事物や事柄を示す普通名
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詞も数多い。たとえばBoykott（アイルラソドの土地差配人C．B．Boycottか

ら），Gobe1in（ゴブラソ織）（15世紀のパリの染色家から），Grog（グログ酒）

（考案者Lord　Vemonのあだ名から），Gui1lotine（ギロチ1■）（発明老といわ

れているフラソスの医者Gui11otineから），Mansarde（2重勾配の屋根）（フ

ラソスの建築家Mansardによる），Nikotin（ニコチソ）（フランスにたばこ

を紹介したJean　Nicotによる），Silhouette（影絵）（あまり費用をかげずに

できる。フラソスの節約家の大蔵大臣E　de　S11houetteによる）などがある。

　また個人名が複合語の中に表われる場合も多い。たとえぼAchi11esferse（ア

キレスのかかと。弱点の意味で用しる），Argusaugen（アルゴスの眼。百眼の

巨人アノレガスの眼のような鋭い警戒），Damoklesschwert（ダモクレスの剣。常

に身にせまっている危険。ダモクレスが宴会の席で一筋の髪の毛の毛で吊した

白刃の下にすわらされたという伝説から），Ikarusnug（イヵルスの飛翔。失敗

に終る輝やかしい飛翔。蟻づげの翼で父とともに，クレタ島を逃げ出したが，

太陽に接近しずきたので，蟻が溶けて海中に落ちた），Kainszeichen（ヵイソ

の印。弟を殺したカイソのような汚名），Sisyphusa工beit（シシュフォスの労働。

果てしのない労働。貧欲なユリント王のシシュフォスは死後地獄で罰として大

石を山頂へ押し上げる仕事を課せられたが，石は山頂に近づくたびに転落する

ので際限もなくその苦役を続げなけれぼならなかった），Tantalusqua1en（タ

ソタルスの苦しみ。欲望がすぐに満たされそうに見えながら永遠に満たされな

い苦しみ。ギリシャ神話によるとゼウスの子タンタルスは神々の秘密をもらし

た罰として地獄の湖水の中にあごまでつげられ，飲もうとすると水は退き，空

腹に頭上の果物を取ろうとする手のとどかぬところに遠のいてしまったとい

う），Uriasbrief（ウリアスの手紙。持参者に危険た手紙。旧約聖書によると，

ダビデぱヨァブにあててr手紙の持参者を戦死させよ」と書いてウリアにそれ

をもたせた）などがそれである。

　また普通名詞的な性格を帯びた個人名からでた派生語，名詞や形容詞もある。
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たとえばChauvinismus，chauvinistisch（ショーヴィニズム。ナポレオンの

熱狂的な崇拝者兵士N．Chauvinに因む），Darwinismus，darwinistisch（ダ

ーウィン主義），M狐imus－Lenismus，m狐istisch，1enistisch（マルクス主義・

レーニソ主義）などがある。

　このような形容詞の多くは通例固定した結合形で用いられる。たとえぼ

drakonische　Strenge（極めてきびしいこと。アテネの立法家ドラコソに因ん

で），herku1ische　Kr証te（怪力。ギリシャの英雄ヘラクレスに因んで）・

homerisches　Ge1岩chter（呵々大笑，高笑い。ホメロスの描いた神々の笑いに

因んで），1uku1lisches　Mah1（ぜいたくな食事。ローマの美食家の執政官ルク

ルスに因んで），matrialisches　Aussehen（勇ましい外見。ローマの軍神Mars

に因んで），Panisches　Schrecken（恐慌的な恐怖，パニヅんギリシャの森お

よび牧畜の神バソに因んで。バソが現われると，人々を烈しい恐怖にかりたて

たといわれる），P1atonische　Liebe（プラトニック・ラヴ。ギゾシャの哲学老

のプラト＝■に因んで）などである。

　また人名から派生した動詞としては1ynchen－2〕（リンチを加える。アメリカ

のヴァージニア州の保安官チャールズ・リンチあるいは同州の判事ウイリアム

・リンチの名に因んで），rδntgen（レソトゲソ写真をとる。ドイツの物理学者

ヴィルヘルム・コソラート・レ1■トゲソに困んで），verba1hOmen（改良を企

ててかえって改悪する。リューベックの印刷老BalhOmに因んで）などがあ

る。

　また国名や民族名が普通名詞として用いられている例も見出される。たとえ

ばApfelsine（オレソジの一種。Apfel　aus　China〔中国からきたリソゴ〕の

意。中国の南部が原産地で，中世には一般にSinaと呼ぼれ，15世紀にポルト

ガル人によってヨーロッパヘもたらされた），Pirsisch（桃，ラテソ語のmalum

Persicum〔ペルシャのリンゴ〕より），Magnet（磁石，ギリシャのテッサリア

地方にあるマグネシァから），Kupfer（銅，ラテ＝■語のaes　Cyprium〔キブロ
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ス島から出た鉱石〕の意），Span蚊On（ろくしよう。spanisches　Grむn〔スペ

イソの緑〕の意），Indigo（色のあい，indisches　B1au〔インドの青〕から）・

Majo1ika（マジョリヵ焼き〔陶器〕，スペインの島の名から），Champagner

（シャソパソ，フランスの地名から），Sardine（いわし，イタリアのサノレジニ

ァ島から），Krawatte（ネクタイ，クロァチァの兵士の首巻きから），Sk1aマe

（奴隷，ギリシャ語のsklabOs’〔スラヴの奴隷〕から）などがそうである。

　多くの天然の産物や商品もその産地や製産地に因んで呼ぼれることがある。

たとえばDa1日ユast（どんす，原産地のダマスヵスから），Gaze（紗，絹，ガー

ゼ，パレスティナの産地ガザから），MuSSelin（毛スリソ，イラクの都市モス

ルから），丁剛1（絹のチュール，フランス原産地Tul1から），Korinthe（種の

ない小粒の干しぶどう，古代ギリシャのコリソトに因む），Kognak（フランス

の原産地ユニャックに因む），Selterswasser（ソーダ水，原産地ゼルタースか

ら），Pergament（羊皮紙，小アジァの都市ベルガモソから），Kolophonium

（コロフォニウム，小アジァの都市コロフォソに因む），丁肛antel（舞踏ぐも，

イタリァの都市タラソトに因む），Landauer（ラソトー馬車。ファルツ地方の

ラソダウから。ランダウが包囲されたとき，ヨーゼブー世がはじめて，ほろを

真中から前後に折りたたむことができる馬車を用いたという），Kutsche（ほろ

馬車，ハンガリアの製造地コーチから）などである。

注（1）M七hleというのは古いHandmOhle（手ひきうす，手ひき器）の代りに登場Lた

　　ローマのWassem亡hle（水車場）を表わすラテン語のmo1ina（フランス語の

　　mOulin，イタリア語のmulino，スペィン語の㎜01ino）からきたゲルマン語に共通

　　な借用語である。そLてrある材料を碓くための装置」を意咲するo従ってr紛ひ

　　き揚，紛ひき機械」ぱかりではなく，紛にひく品物によってGetreida一（穀物），

　　Farben一（顔料），Ka丘ee一（コーヒー），Pfe丘er一（こしよう），Ze血ent（セメ：ノト）

　　などを接頭語とすることもあるL，建築様式によって，Kugel一（球形），Gl㏄ken一

　　（鐘状），Stein・（石造）、Walzen一（円筒形），Rohr一（管形）などがつくこともあり，

　　また動力によってWind・（風カ），Wasse正一（水力）、Dampf・（蒸気）、Motor・（モ

　　ーター）などがつくこともあるoまた砕くのではなく，単に大まかに分割する工場

　932



331

　の意味で使われることもある。たとえばS査gemuhle（製材所），Schneidemiihle

　（木びき所），61m廿hIe（製油所）のようであるo

（2）　リンチの語源については諸説あるがこの説は『岩波英和辞典』によるo
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